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■ 会 長 報 告           内山 淑夫君 

今月は基本教育

と識字率向上月間

となっております。

先日満井ガバナ－

補佐から静岡北と

榛南の両クラブの

会長さんのご挨拶

を参考にして下さいとのことでメールをいただき

ました。今回はこのお二人のお話をとりまとめて

みました。 

榛南の山本会長。日本人の識字率の高さは有名

で江戸の末期の武士はほぼ１００㌫読み書きが出

来たとのことです。庶民層でも男子の約半分が読

み書きできたようです。世界の識字率は１位が日

本で９９．８㌫、アメリカ９９．６㌫、中国９０．

９㌫、ナイジェリア６６．９㌫、ニジェ－ルでは１

７㌫でした。 

昨今の日本は格差社会の増大から小学生でも漢字

が読めない子が多いとのこと。貧困が原因で子供

の面倒を見る時間がない親が増えているようです。 

静岡北の津田会長。このテ－マは現在の日本に

はなじまずやはり国際奉仕の分野と考えます。昭

和４０年代でも昔の日本では山間部など子守をし

ながら通学する風景もあったのです。現在は複雑

な出生理由で戸籍がなかったり就学できない、健

康保健も届かないという子供はたくさんいるもの

の実態把握が困難な実情です。このテーマの根底

は国内外を問わず貧困にあります。一見住みやす

そうな我が国にも貧困ビジネスに象徴される恐ろ

しいまでの格差があります。しかしながらこのテ

－マはやはり海外の発展途上国との関係で国際奉

仕活動として考えるべきでしょう。私どもは何ら

かの活動していかねばなりません。 

どうでしょうか、お二人のご挨拶。共に国内にも 

格差が広がり、貧困が原因で基本教育と識字率向

上というテーマがぐらついているという認識です。

不登校や自殺などがどんどん若年齢化しておりま

す。矛盾が高校から中学へそしてとうとう小学生

にまで下りてきているのです。小学生が自殺した

り、就学していない子供がいたり、戸籍のない子供

がいたり。豊かだと言われ続けてきたのですが実

は貧困が日本の社会をむしばんでいるのが現状で

す。このテ－マは遠い異国の問題では無く国内の

問題として取り組む必要があると言えます。 

もしかしたら、私どもに出来ることは職業奉仕

を通じて身の回りに潜む格差を少しでも是正して

いくことかもしれないと思います。 

■ 幹 事 報 告           竹田 敏和君 

・第２６２０地区満井義政ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐より 

 ポリオ撲滅キャンペーン企業協賛の御願い

が届いております。  

・公益財団法人ロータリー米山記念奨学会 

 ハイライトよねやま 186 が届いております。 

・藤枝市国際友好協会事務局より 

 FIFS NEWS が届いております。 

・大正大学学長 大正大学地域構想研究所所長 

 勝崎裕彦様より 

『地域人 第 1 号』が届いております。 

■ 出 席 報 告            平原 望君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

36／46 78.26％ 41／46 89.13％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○植田君 ○江﨑直君 ○樽井君 ○望月君 

○藪崎宰君 川口君 鈴木健君 鈴木照君 

森竹君 
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(２)メークアップ者  

富澤 静雄君（焼津南） 小山 明良君（焼津南） 

松浦 正秋君（焼津南） 望月 誠君（焼津南） 

中山 恵喜君（焼津南） 渡辺 博文君（焼津南） 

■ ビ ジ タ ー                      

松葉 隆夫君（藤枝） 

■ スマイル B O X          平原 望君 

・皆出席のプレゼント、妻の誕生プレゼントあ

りがとうございます。     中山 恵喜君 

・100％出席のブドウありがとうございました。 

 本年も引き続き 100％目指していきます。 

山田 壽久君 

・結婚記念日のプレゼントありがとうございま

した。仲よくしています。   早川 清人君 

・10 月 12 日（月・祝）に藤枝市民文化祭～番外 

な一日～というイベントを開催します。是非と 

も奥様やご家族ご友人お誘いあわせの上、ご来  

場くださいませ。チケットは市民会館、または 

藤枝事務機商会さんでも販売しております。ま 

た直接、藪﨑まで申込みでも構いません宜しく 

お願い致します。        藪崎 茂君 

スマイル累計額  ２６０，０００円 

■ 外 部 卓 話                        

 

静岡産業大学 

緒方 博幸様 

（行政書士） 

 

 

 

静岡産業大学冠講座について 

 

１．静岡産業大学について 

 ①磐田キャンパス（経営学部／経営学科・ 

スポーツ経営学科・心理経営学科） 

  静岡県磐田市大原１５７２－１ 

  

②藤枝キャンパス（情報学部／情報デザイン 

 学科・国際情報学科） 

  静岡県藤枝市駿河台４－１－１ 

 

２．静岡産業大学冠講座について 

 ①歴史 

  ２００１（平成１３）年より開講されてい 

 る寄付講座であり、静岡県と関係の深い企 

 業、団体、行政機関等が講座を提供してい 

 る。 

 

 ②内容 

  前期・後期各１５回連続して行われる正規 

 の講座で、履修した学生には２単位が与え 

 られる（学生は８講座１６単位が限度）。 

社会人には無料で一般公開されている。 

 

 ③平成２７年度開講状況（順不同） 

  ＜磐田キャンパス前期＞ 

中部電力、ブリヂストン、浜松ホトニクス、

ジュビロ磐田、日本経営士会 

  ＜磐田キャンパス後期＞ 

  スズキ、磐田市、ヤマハ発動機、浜松信用 

 金庫、静岡県経済産業部農林大学校 

  ＜藤枝キャンパス前期＞ 

  藤枝ロータリークラブ、静岡銀行 

  ＜藤枝キャンパス後期＞ 

  静岡市、ＴＯＫＡＩ、静岡商工会議所、静 

岡県行政書士会、静岡県中小企業団体中央 

会、藤枝市、藤枝商工会議所、シャンソン 

化粧品、電通東日本 

 ④平成２７年度シラバス（参考） 

 

 ａ）藤枝ロータリークラブ 

 

第１週～第２週  

オリエンテーション（大学教員担当） 

第３週  

私の職業奉仕、創業から今まで 

（国際ロータリー第２６２０地区ガバナー） 

第４週  

私と仕事とロータリー 

 （早川・池ノ谷合同司法書士事務所副所長） 

第５週 

 地域に明かりを届け６５年、電力産業の今と 

 これから 

 （中部電力株式会社静岡支店藤枝営業所所長） 

第６週 

 失敗のメカニズム 

 （株式会社ツムラ工場長） 

第７週 

 ワークショップ：人財と企業 

 （株式会社ロジテムツムラ代表取締役社長） 
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第８週 

 古くて新しいお茶の楽しみ方「闘茶」 

 （株式会社松田商店代表取締役） 

第９週 

 静岡県の産業について 

 （落合電気空調株式会社代表取締役） 

第１０週 

 電気通信の動向について 

（株式会社ＮＴＴ西日本静岡支店藤枝営業所 

 所長） 

第１１週 

 自分の責任 

 （有限会社土屋油店代表取締役社長） 

第１２週 

 物造り企業の経営～付加価値経営 

 （共和成産株式会社代表取締役社長） 

第１３週 

 アイデアと発想を活かした商品開発と交通安 

 全事業への取組み 

 （株式会社コンツナ代表取締役社長） 

第１４週 

 仕事は繋がっている 

 （株式会社森下工務店代表取締役） 

第１５週～第１６週 

 総括（大学教員担当） 

 

 

ｂ）静岡県行政書士会 

 

第 １週～第 ２週 オリエンテーション 

（大学教員担当） 

第 ３週 行政書士ってなに？ 

第 ４週 学園祭の模擬店に許可は必要？ 

第 ５週 国籍ってなに？ 

第 ６週 住民票・戸籍謄本は個人情報？ 

第 ７週 相続（争続）ってなに？ 

第 ８週 住宅はどこでも建てられる？ 

第 ９週 就業規則ってなに？ 

第１０週 身近なハラスメントってどんなこと？ 

第１１週 契約書ってなに？ 

第１２週 自動車を所有するとき何が必要？ 

第１３週 風俗営業ってなに？ 

第１４週 産業廃棄物ってどんなもの？ 

 

第１５週～第１６週 総括（大学教員担当） 

 

 

■ 今週の一言           藪﨑茂君 

 

 

 

 

 

 

 

「健康」をテーマということで、身体の健康の面

では、ふさわしくない私ではありますが、いろん

な部門で考えるに、ひとつ私でも語れる分野がご

ざいました。それは「夫婦仲の健康」です。 

「夫婦仲の健康」を自然に保てることは、ストレ

スがたまらないと同時にすべてを語らずともそ

ばに理解者が居てくれるという安心感は、何事に

もチャレンジできます。 

しかし、自然に保つということは、時には簡単で

あって意外に難しいことが多々あります。 

私の場合、記念日を祝うようなことより日常的に、

おバカな振る舞いをし、朝はとにかく笑ってスタ

ートさせております。 

結婚して１０年・・・ときには機嫌を損ねる場面

もありますが、最後には、漫才のように「ボケと

突っ込み」という漫才コンビのような言動で、「夫

婦仲の健康」を保つようにお互いに心がけており

ます。残念ながら、現在の諸行動においては、「身

体の健康」について何もお伝えできないのが今回

のこの機会を与えていただいた時、深く反省いた

しました。 

次回は、是非とも「身体の健康」について語れる

自分でありたいと思う今日この頃であります。 
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例会日 クラブ行事 摘要 

9/25（金） 

第 1151回 
25周年実行委員会④ 

 

10/2（金） 

第 1152回 
会員卓話 理事会 

10/9（金） 

第 1153 回 

社会奉仕委員会 

担当 

 

10/16（金） 

第 1154回 
外部卓話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(担当／渡邉芳君) 


